




























































であるということができる。それだけに文学・歴史学はもちろんのこと様々な分野から義経関係の書物が多く刊行されてい 。ふと見上げれば、自分の研究室にも、渡辺保『源義経』吉川弘文館（一九六六） 、高橋富雄『義経伝説―歴史の虚実』中公新書（一九六六） 、桜間金記『能と義経』光芒社（二〇〇〇） 、鈴木健一『義経伝説―判官びいき集大成』小学館（二〇〇四） 、河北新報出版センター・京都新聞出版センター編『京から奥州へ―義経伝説をゆく』河北 報 （二〇〇四） 五味文彦『源義経』岩波 書（二〇〇四） 、別冊歴史読本『源義経の謎』中経出版（二〇〇五） 、森村宗冬『義経伝説と日本人』平凡社新書（二〇〇五） 、大三輪・関・福田編『義経とその時代』山川出版社（二〇〇五） 、文化地層研究会編『源義経
 夢の跡
 探求地図』 （二〇〇五） 、

















ンキャンペーンが繰り広げられる。むろんそれを歴史的な事実と混同するほど現代人はナイーブではないだろうし、義経の北行渡海・生存説など、大方はそれこ ありえたかもしれない、あ いはそうであったらおもしろ 、こうあってほしいというような架空の歴史ロマン、いわゆる歴史の「
if」として受けとめているのではないか…
とも思うけれど 菊池氏はこ した「伝説の垂れ流し」ともいえ 現状に対し、 証性を重んじる歴史学の立場から批判を加え、こうした伝説が成立・流布し、あるいは義経関係の遺物・遺跡なるものまで「発見」されていく過程やその政治的な意図を明らかにしていく。
氏によれば、一七世紀から一八世紀前半にかけての蝦
夷地で語られていた義経伝説は室町時代の『御曹司島渡』系統の物語であって、これが「義経は衣川で死なず蝦夷地に逃げ延びた」とする蝦夷渡り伝説に昇華発展していく契機は寛文九年（一六六九）のシャクシャイ戦いであったという（第一章、二一頁） 。
東北民衆の義経に寄せる深い愛着のようなものが義経不死伝説を生成させたと考えるのはおそらく間違っている。そうではなく、義経蝦夷渡り伝説は幕藩制国家の華夷秩序システムにきわめて都合のよい物語であ たからこ 広まったものであり、そ 意味では体 迎合的な物語であることを本質としてい












琉球の為朝伝説や九州の安徳天皇生存説があり、その土地では一種の「事実」 （それを信じる人々にとっての「事実」 ）として語り伝えられている。一方、これはまったくの作りごとだが、延享四年 一七四七）初演の『義経千本桜』などは壇ノ浦（作中では屋島）で死んだはずの人々が、実は生きていた 生き延びていた、というサプライズから始まる。作中、平知盛は町人に身をやつし、義経にリベンジを挑み、再び破れ 海の底に沈んでいく（二段目、大物浦＝海） 。あるいは平教経は僧兵に身をやつし義経に挑もうとするが、彼を兄の敵と狙う佐藤忠信に討たれる（五段目、吉野山＝山） 。一方、平維盛とその妻子（清盛の嫡流である六代）そして安徳天皇は、名を変え姿を変えて、生き延びることに る 歌舞伎や浄瑠璃など芝居の世界では、一般によく知られた物語＝「世界」に対し、オリジナルな「趣向」を組み合わせて芝居を仕組むならわしがある。奇談・珍談へ ニーズいつの時代にもあって、一口に「物語（文学）と歴史」「虚構（想像力）と事実」と言っても、両者の関係は必ずしも一筋縄ではいかず、相互に奇妙な共犯関係を結ぶケースもある。もともと嘘・偽り・うわさ・でっちあげ
の類であっても、それを誰かが語り伝え、説き広め、広範に拡大・拡散させてしまえば、そう簡単に覆すことのできない「事実」として扱われてしまう場合もある。それが「語り」のおもしろいところでもあり、またおそろしいところでもある（ネット時代の現代はなおさらでる） 。我々に必要なことは、人のいうことを鵜呑みにすることではなく、また主体的な判断を留保したま あやしげな説の流布に加担するこ でもなく（それは結局虚妄の説の成長拡大・拡散に資することに る） 、氏の指摘するように、その背後にある、人と意図と時代状況を批判的に検証することであろう。氏の『義経伝説 近世的展開―その批判的検討』はそのサブタイトルが示す通り、いわゆる義経伝説に対 て歴史学的な批判・検討を加えたものだが、文学の側にいる我々も大いに学ぶべき書としてここに紹介しておきたい。
が、それにしても、本書刊行の二〇一六年現在、あい
































































」 （ 『奥の細道』 ）とする人となった
が、真澄と芭蕉が違うの 、真澄が「いったん落ち着けば二年でも三年でもそこに根拠を置きながら、地域を歩き回る」人だったということである（第一章 一〇頁） 。それでいて真澄は、どこかに住みついてその土地の人になるわけでもなく、ま 思 立って旅に出る。 「出会いと別れ（旅立ち）の繰り返し、それが真澄の人生であ






きなかったであろう。菊池氏が言 通り 真澄は「人々の嘆き悲しみに寄り添う」人であり（第一章、一四頁） 、人々もまたそういう真澄を信用し、信頼 自らの体験を語って聞かせたのであろうと思われる。












記録してきた菅江真澄は「民俗学の先駆」として位置付けられている。そうした「評価はそれほど間違っているとは思わないが、そう規定してしまうことによって、たとえば生涯歌人として生きたこと、あるいは晩年の文献考証家 いった別な側面などがみえなくなってしまう恐れがある」 （第九章、一二八頁） 。そもそも真澄を北へ北へと突き動かしてい のは「歌人としての古歌・歌枕への憧憬」で った（第二章、三一頁） 。
真澄は歌の向こう側に「いにしへ」を見ていた。真澄




るという逆説があった（たとえば方言＝クニコトバのなかに宿る「い しへ」 ） 。したがって、真澄の「いにしへ」発見・探究の旅は奥羽や蝦夷地に暮らす人々 言葉

























手つかずのままになっ 曽祖父の遺品がずっ 気になっているのである。私事で恐縮だが 曽祖父の名は深澤多市。秋田関係の歴史史料を蒐集・翻刻し、 『秋田叢書』全十二巻（昭和三～一〇年）および秋田叢書別集『菅江真澄集』全六巻（昭和五～八年）を刊行した人である。多市が蒐集した本当に貴重な書物・古文書の類は大正時代に自宅 火事に遭い五千冊余りが焼けてまったというし（実家には焼け焦げた日露戦争従軍記章が残っている。多市はこのときの火災がきっかけ 『秋田叢書』等貴重史料の公刊を決意したという） 、曾祖母いわく、多市の死後、何者かがトラックで乗り付けて曾祖母にいくばくかの金を渡 、多市が残 資料をごっそり運び去ってし だ ら、いま実家に残っているものは大したものではない。ほとんど見る価値のないガラクタのようなものであろう。とは思うけれど、それでもこまごまと、それなりに残っているのである。ちょっと見ただけでも毛筆に巻紙の書簡の束であたり（それも宛名が「秋田県／横手市／深澤多市」だけ
で届いているというのも時代を感じさせる。あるいはまだよく確認していないが、当時交流のあった柳田國男の書簡なども残っているかもしれない） 、土器等の考古資料であったり、あるいは大正時代のポスターやマッチのコレクション等々、一部は以前秋田県立博物館に貸出したことがあるけれど 大半はそのままに っている。歴史関係は私の専門外 、正直これらを扱う時間も能力も私にはない。しかし、そろそろ何とかしなけ ばならない、と考えている。
それはそうとして、今回の菊池氏の二冊は義経に関心
をもつ人たちや私たちの祖先である近世東北地方の庶民の暮しや言葉（方言）に関心をもつ人たちなどに、ぜひ一読を奨めた 。私も菊池氏 お仕事に導かれ、義経に思いをはせ、真澄に心を寄せつつ、こう た 々の事跡・業績を後世に伝えるために精魂を傾けたあまたの人々の想 も受けと て かなければならないと思う。末筆ながら、菊池氏の学恩 感謝し、ますますの御健筆をお祈りする次第である。
（了）
－163－
義経と菅江真澄、 「北」を目指した人々
─
菊池勇夫『義経伝説の近世的展開―その批判的検討』 『探究の人
 菅江真澄』
─
